
令和３年度 家庭・地域・学校が連携した安全・防災教育構想 大桑小学校

ねらい：子どもたちの命を守りきるために、「自分の命は自分で守ることができる児童」を

地域・家庭・学校で育てる。

自分の命を自分で守る力 ＝ 危険を見立てる力

地域・家庭・学校で、子どもたちを守り切る
見守り活動・安全環境整備（管理・施設・備蓄等）・命を守る訓練（実効性ある訓練）

避難所設営図上訓練・通学路の安全点検と子ども１１０番の確認 等
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「学校」できちんと教える
交通安全：「ドライバーとアイコンタクト」
交通安全：横断歩道の渡り方・あいさつ
防災教育：危険箇所の確認（見立てる力）
防災教育：DIGで、災害時の想定を学習 等

「地域」で見届ける（教える）
・ドライバーさんの目を見たか？
・止まってくれた人にきちんとお礼しよう。
・班長さん、旗をしっかり使って。
・地域の防災活動に参加し、動き方の確認 等

「家庭」で見届ける（教える）
・家の危険な場所を親子でチェックし、安全にする。
・地域の危険箇所や避難場所、連絡方法を家族で
共有する。

《令和３年度主な取組》
4月16日
命を守る訓練Ⅰ
6月14日
小中合同引渡引受訓練
5月26日
交通安全教室
7月1日
命を守る訓練Ⅱ(不審者)
9月2日
命を守る訓練Ⅲ

11月29日
大桑地区防災訓練
11月14日
かしの木F
（災害非常食体験）
1月14日
命を守る訓練


